
資料５（（（（１１１１） ） ） ） 目目目目　　　　　　　　　　　　的的的的 １１１１．．．．障害者本人障害者本人障害者本人障害者本人へのへのへのへの質問質問質問質問
［ 障 害 者 ］　身体障害者、知的障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者［障害福祉施設・事業所及びその従事者］　障害福祉施設・事業所の管理者とその従事者

２２２２．．．．障害者障害者障害者障害者のののの家族家族家族家族へのへのへのへの質問質問質問質問
３３３３．．．．障害福祉施設障害福祉施設障害福祉施設障害福祉施設・・・・事業所事業所事業所事業所とそのとそのとそのとその従事者従事者従事者従事者へのへのへのへの質問質問質問質問

（参考）調査対象者について確認する属性○ 障害種別障害程度、年齢、性別、地域＜スケジュール＞ ○ 施設・事業所管理者平成21年６月中 委託事業者決定 県内事業所1.037カ所から1割相当 ４４４４．．．．医療機関医療機関医療機関医療機関へのへのへのへの質問質問質問質問○介護従事者平成２１年７月中 調査設計 事業所訪問時に、職種、年齢、経験年数により1名選出平成21年８月～ 調査開始

#REF!
○ 調査の実施・分析の方法について、調査対象件数も含め委託事業者と十分に協議・打合せを行い調査設計を行う。１次調査と２次調査の件数配分についても今後関係機関の意見を聴きつつ決定。

調査対象 調査件数 抽出条件・調査方法
※　医療機関は、身体障害者手帳指定医及び認定調査　　協力医等から抽出

［障害者とその家族］［事業所及び従事者］ #REF!※ 事業者の提案を参考に最終決定［ 医 療 機 関 ］ #REF!#REF! ・手帳取得者の他、当事者団体及び　関係機関の協力を得て抽出し郵送・障害者への調査票に、家族に対す　る質問項目を設け併せて実施・医療機関に対して、医療と福祉に　関する課題等を自由記載による回　答を中心にアンケート調査を実施
#REF! 抽出条件・調査方法

障害障害障害障害のののの状況状況状況状況健康健康健康健康とととと医療医療医療医療日常生活日常生活日常生活日常生活のののの状況状況状況状況社会参加社会参加社会参加社会参加生生生生きがいやきがいやきがいやきがいや希望希望希望希望収入収入収入収入のののの状況及状況及状況及状況及びびびび就労就労就労就労にににに関関関関するするするする意識意識意識意識福祉福祉福祉福祉ｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽにににに関関関関するするするする意識意識意識意識地域地域地域地域やややや社会社会社会社会のののの課題課題課題課題
介護介護介護介護のののの現状現状現状現状調査対象［事業所及び従事者］
家族家族家族家族のののの意識意識意識意識調査件数 ・当事者団体及び関係機関の協力　を得て協力者を選出・対面調査を有効なものとするた　めのサンプリングが目的（聞き取り内容等の検討材料）・事業所についても同様・事業所の抽出は、各事業種別ご　とに１カ所程度実施#REF!［障害者とその家族］ #REF!

「障害者の生活・介護等に関する実態調査」の概要

（（（（２２２２） ） ） ） 調査対象調査対象調査対象調査対象（（（（３３３３） ） ） ） 調査方法調査方法調査方法調査方法
７月～ アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査

○　調査内容が有効な結果を得られるか検証

9月末まで 10月
［障害者の家族］　上記障害者の家族
○　障害者が地域で暮らすために感じている「生きづらさ」に焦点をあて、ライフサイクルに応じて直面する課題や　　ニーズを明らかにするとともに、それらに対応する政策課題や施策・事業を検討することで、障害があっても生　　き甲斐を持って地域でいきいきと生活することのできる社会の実現に資する。

１１１１次調査次調査次調査次調査　（　（　（　（サンプリングサンプリングサンプリングサンプリング試行試行試行試行））））

12月末まで・アンケート調査の件数については、各障害種別ごとの障害者数（母数）ごとに統計上有意となる調査対象者数及び回収率を目途に、委託事業者の提案等を踏まえ実施する。・アンケート調査及び回答は、９月末を目途に集計し、１０月以降分析に着手することで、可能な限り速やかに統計データを把握する。→各計画への反映。
統計統計統計統計データデータデータデータのののの分析分析分析分析

○「アンケート調査」では、障害者の現状等一般的事項について、幅広く基礎的な統計データを得る。○「対面調査」では、重度障害者に傾斜配分し、アンケートだけでは現れにくい事項（生きづらさや困難事項）を　　主眼として、障害者が地域で安心して暮らすことのできる施策の検討材料とする。

（（（（４４４４） ） ） ） 調査設計調査設計調査設計調査設計※調査の実施にあたっては、海外の先進事例（北欧など）を参考事例とすること。

○　政策課題や施策の実現については、「奈良県障害者長期計画2005」及び「奈良県障害福祉計画（第２期計画）」　　に反映する。

集計
検証検証検証検証

「障害者の生活・介護等に関する実態調査」の調査項目とねらい・障害種別・障害の程度・手帳の有無 障害者の現状（年齢・性別）及び障害の状態（障害種別、等級、認定区分等）並びに手帳の有無を把握し地域別に分布を確認。・医療的ケアの必要性の有無・通院頻度、主治医・かかりつけ医・医療に関する課題、ニーズ、希望等 施設入所者や地域で暮らす障害者にとって必要な医療に関する課題やニーズを把握。・居住地の現状及び居住歴　（施設or自宅orGH･CH､持ち家or借家）・将来の希望（施設→自宅） ・障害者の現在の生活の場及び居住歴、生活歴と暮らしぶり並びに課題や将来への希望（地域で生活したい等）を把握し、地域移行のために必要な施策として反映。・日中活動の状況・地域との関わりや社会参加の状況・外出の頻度・目的・相談相手や支援者の有無・情報源と情報の入手方法 障害者の日中活動の状況や社会参加の状況及び課題やニーズを把握し、障害者が充実した生活を送るために必要な施策として反映。・生活の充実度・満足度・生きがいや趣味・将来の希望等 現在の生き甲斐やより充実した生活に向けての将来の希望を把握し、それぞれのライフステージにおいて充実した生活を送ることができるための施策を検討する。・収入源と生活の状況、就労状況・就労と収入に対する意識・これまでに受けた教育、訓練・技能、資格、将来への希望 収入の現状と生活状況の相関を把握する。生活の充実度とその向上に資する施策を検討する。就労に対する意識の把握と就労移行の促進を図る施策に反映。・福祉サービスの利用状況・福祉サービスに対する満足度・理想の福祉サービス・費用負担の状況 障害福祉サービスの利用状況と費用負担及び満足度を把握し、現在の福祉サービスの課題とニーズそして希望あるいは理想とする福祉サービスを検討。・地域や社会に対して感じる課題・障害者への理解等に関して・まちづくり(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化)等に関して 地域移行及び就労移行等、地域で生活するうえで感じる「生きづらさ」やその原因を具体的なデータとして把握・分析し、解消に向けた施策を検討。・現在誰が介護に担っているか・介護期間、介護者の就業・経済状況・介護者と被介護者の関係、負担感 障害者の家族が担う介護の実態を把握する。また、介護者の様々な負担を分析し、必要な施策の検討材料とする。・福祉サービスの満足度、改善点・将来への希望、不安・理想とする障害福祉制度等 現在の障害福祉サービスに関する評価データを収集するほか、将来への希望や不安を把握し、理想とする福祉制度について検討。事業所事業所事業所事業所のののの運営運営運営運営にににに関関関関するするするする課題課題課題課題 ・事業所の運営状況（収支等）・新体系への移行状況及び課題等 新体系への移行状況を把握し、移行が遅れている事業所については、その原因や課題を、移行済みの事業所にあっては、移行に伴い変化したこと等を分析し、移行促進のための施策に反映。人材人材人材人材のののの確保確保確保確保・・・・定着定着定着定着 ・従事者の求人、定着に関すること・給与体系、福利厚生・人材育成 福祉人材の不足と確保・定着が困難と言われる現状において、事業所において確保・定着のために実施している事項及び課題と考えていることを把握し、福祉人材の確保に資する施策を検討

①②③④⑤⑥⑦⑧
①②
①② 従事者従事者従事者従事者のののの現状現状現状現状とととと意識意識意識意識 ・収入、社会的評価、やりがい、　職種､業務量､勤務条件､負担感・自己研鑽と将来への希望 事業所の従事者が感じている現状の課題等を把握し、働きやすく「理想の職場」を実現することで、人材の確保・定着のために必要な施策を従事者の視点から検討。③

１．教育環境の充実２．就労への支援と雇用の促進３．スポーツ・レクレーション・文化活動の振興

１．障害者ケアマネジメントの普及と相談窓口の充実２．地域福祉活動の推進３．在宅福祉サービスの充実４．施設サービスの再構築

１．保健福祉活動の総合的推進２．医療環境の充実

関連する計画(2005)の項目

１．福祉のまちづくりの推進２．住宅・道路環境・交通施設の整備３．情報バリアフリーの推進４．防災・防犯対策の充実１．相互理解のための広報啓発の積極的展開２．権利擁護のための施策の充実医療医療医療医療とととと福祉福祉福祉福祉にににに関関関関するするするする課題課題課題課題 ・障害及び福祉に関して、医療　現場が感じる課題等・医療と福祉の連携状況 医療機関における障害特性への理解や、医療現場において感じる困難さや課題等を明らかにし、福祉と医療の連携等あるべき姿を検討する。①

２２２２次調査次調査次調査次調査（（（（本調査本調査本調査本調査））））　　　　　　　　　調査対象　　　　　　　　　調査件数　　　　［障害者とその家族］　　　　※ 対面調査の件数は、委託事業者の提案を　　　　　  踏まえ有効な件数を検討し最終決定する。　　　　［事業所及び従事者］　　　　　　　　　抽出条件・調査方法・重度障害者に傾斜配分して抽出・当事者団体及び関係機関の協力を得て対面調査へ　の協力者を抽出・事前に調査票を送付し自宅もしくは役場等で実施・事業所へは、調査員2名1組で1日2～3カ所訪問・障害の種別に応じた配慮が必要　　（聴覚障害者への手話通訳等）

○ 64歳以下の障害手帳保有者、約30,000人及び発達障害者並びに高次脳機能障害者に対して、「アンケート調査」は　約３０,０００件、対面調査は1％相当の調査件数を目途に、グループインタビュー形式の導入も検討。

対面調査対面調査対面調査対面調査
１次調査と２次調査の件数配分の詳細は、今後決定


